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■野菜・みずなみ農ある暮らし実行委員会  実践コース参加者で野菜苗の定植作業を実施  

９月１日（火）、「みずなみ農ある暮らし実行委

員会」が運営する実践農場で、野菜の種まきや苗の

植え付け作業を行った。 

この実行委員会は、地元の農産物直売所「きなぁ

た瑞浪」へ新しく野菜を出荷してくれる人を増やす

ため、瑞浪市・農業委員会・ＪＡとうと・きなぁた

瑞浪・きなぁた瑞浪出荷者協議会の５団体が立ち上

げたもの。野菜づくりの相談から出荷まで、一貫し

た支援を行っている。 

当日は、農家講師の指導のもと、今年度の参加 

者３名がニンジンの種まきやハクサイ・キャベツ 

の植え付けを実施した。長雨の影響で予定より遅れての作業開始となったが、４アールの農場に畝を

７本整え、無事に作業を終えた。参加者は今後、１人あたり６種類の野菜を栽培していく予定にして

いる。 

農業普及課は、オブザーバーとしてこの活動をサポートしており、今後も新規出荷者の確保や地域

農業の活性化に向けて取り組みを続けていく。 

 

■農福連携 農福連携東濃地域連携会議を開催 

 管内の農業及び福祉の関係機関が連携し、農福連携を推進することを目的として、９月８日(火)農

福連携東濃地域連携会議を開催した。今年度は、土岐市の社会福祉法人 陶都会の視察及び東濃地域

の農福連携の取組について会議で情報共有する内容で実施した。 

 陶都会の「多世代交流拠点」を目指した農福連携の取組、アグリパーク重点推進モデルの堆肥づく

りを通した、農業の裾野を広げ、福祉の予防的・早期支援の取組について説明を受け、施設内を視察

した。 

 また、県及びぎふ農福連携推進センター、各団体の今年度の取組に

ついて情報を共有した。農業普及課からは、マッチング支援や、３市

農業祭での農福連携取組のＰＲについて説明を行った。 

 意見交換では、対象（障がい者、事業所、農業者）それぞれの目的

に合った支援が必要であるといった意見が出た。 

 今後、11月に３市で開催される農業祭でのＰＲなど、農福連携の理

解醸成に努めていく。 
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